
令和元年度 教員免許状更新講習 
講習名称 【選択】実験・実習を中心とした家庭科の知識（被服） 

講習内容 

主に被服材料・被服構成・被服の管理の分野を学習する。講習では

講義の他に、実験・実習活動を取り入れて学習する。被服材料の特徴

や性能を理解し、そこから加工や染色の実験・実習へと展開する。ま

た、実験・実習を通じて適切な取り扱いについての被服の管理や被服

構成についても触れる。 
担当講師 井上 美紀 
開設日時 令和元年８月１０日（土） 
時間数 ６時間 
会場 東北生活文化大学 

募集期間 令和元年５月１６日～令和元年６月１４日 
受講料 ６，０００円＋２００円（教材費） 

受講予定人数 １６人 
履修認定対象職種 教諭 
主な受講対象者 中学校・高等学校家庭科教諭（小学校教諭も可） 
試験・評価方法 筆記（記述）試験 

評価基準 
100 点満点で評価し、60 点以上を合格とする。 
観点･･･正しい知識を理解できているか。 

受講者への連絡事項 
実験・実習を行いますので、エプロンや白衣等を用意してください。

また、動きやすく汚れても良い服装でいらして下さい。 

 
 

講義時間割 

時限 時間 分 講習方法 内容 
 ８：３０ ～ ８：５０ 20  受付 

８：５０ ～ ９：００ 10 オリエンテーション 

１ ９：００ ～ ９：５０ 50 講義 被服材料の特徴と加工 

２ １０：００～１２：００ 120 
実験 
実習 

性能実験と加工実習 

３ １３：００～１３：５０ 50 講義 被服材料の特徴と染色 

４ １４：００～１５：４０ 100 
実験 
実習 

染色実験と実習 

５ １５：５０～１６：３０ 40 試験 試験とまとめ 

 １６：３０～１６：４０ 10  事後評価アンケート 

 
 



令和元年度 教員免許状更新講習 
講習名称 【選択】エコ版画一板紙凹凸版画を学ぶ 

講習内容 

版画は、多層抄きのコート白ボール紙で、凹版画で種類に属した腐

食を必要としない版画技法である。身近にある材料（アルミホイル・

セロテープなど）や、紙の表層をはがしたり、紙を折ってできるしわ

などで凹凸面を作り、そこにインクを詰めてプレス圧で刷り取る技法

の仕組みを理解する。学校現場での対応が容易なこの版の基本的な表

現方法について学び、指導する能力を見につけることをねらいとす

る。 

担当講師 大堀 恵子 
開設日時 令和元年８月１０日（土） 
時間数 ６時間 
会場 東北生活文化大学 

募集期間 令和元年５月１６日～令和元年６月１４日 
受講料 ６，０００円＋５００円（教材費） 

受講予定人数 ２０人 
履修認定対象職種 教諭 
主な受講対象者 中学校・高等学校美術科教諭 
試験・評価方法 実技試験 

評価基準 講座内容を理解し、技法を取り入れた創作版画であること。 

受講者への連絡事項 

・用意するもの エプロン・綿のウエス 

・事前に板紙凹凸版画の教科書を送ります。熟読して下さい。版表現

に使いたい素材は、各自準備して下さい。ニードル等の道具をお持ち

でしたら、ご持参下さい。 

 

講義時間割 

時限 時間 分 講習方法 内容 
 ８：３０ ～ ８：５０ 20  受付 

８：５０ ～ ９：００ 10 オリエンテーション 

１ ９：００～１０：１０ 70 
講義 
実習 

板紙凹凸版について、基本素材で版を制

作 

２ １０：２０～１２：００ 100 実習 凹版による印刷 

３ １２：５０～１４：００ 70 実習 板紙凹凸版表現で判で制作 

４ １４：１０～１５：１０ 60 実習 凹版による印刷 

５ １５：２０～１６：２０ 60 
実習 
試験 

凹凸版による印刷、課題提出 

 １６：２０～１６：３０ 10  事後評価アンケート 

 


